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委員会グローカル景観デザイン小委員会は、再生

可能エネルギーと景観に関する研究を進めるにあ

たり、景観を「人間をとりまく環境のながめであ

り、人々の暮らしの積み重ねや地域自治によって

成立するもので、持続可能なまちづくりや地域づ

くりの礎となる」と定義した。それは「地表の眺

め」よりも「地域としてのまとまり」や、「自然が

豊かな地方の農山村地域とエネルギーを大量に消

費する大都市との関係といった地域づくり」の重

要性を打ち出すことを意図したからである。

本稿では、グローカル景観デザイン小委員会が

設定した景観の定義を踏まえて、いくつかの着眼

点から、再生可能エネルギーをめぐって、急速に

変わりつつある景観の現状を把握し、景観が直面

している課題を抽出し、景観デザイン向上のため

の論点を明確化し、今後の景観デザインについて

提言したいと考えている。
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グローカル景観の一つのテーマとして、再生可

能エネルギーと景観との共生について小委員会の

メンバーで議論を重ねていく中で、「電力を生成す

るための再生可能エネルギー設備の設置は景観に

とって悪なのか」が私たちの中での問であった。

地方部の農村や斜面地ではメガソーラー、海洋沿

岸では風力発電が設置され、自然や生態系保護、

景観を阻害する対象を制限するため条例で再生可

能エネルギー設備を規制する自治体が増えている

状況にあることも理解できる一方で、私たちの生

活や活動の元となる電力を生成する設備が規制対

象となることに違和感があった。また、電線が繋

がっている限り、地方部で生成された電力を都市

部で利用している、つまり地方部の景観への犠牲

によって都市部が利益を享受している構造にも疑

問を持っていた。

このような問いかけの中、 年のコロナでは

在宅時間が増え働き方にも変化が生まれたこと、

年 でには近年の大規模洪水や熱波など

世界的異常気象で 削減目標が世界的に求めら

れていること、 年にはロシアのウクライナ侵

攻により天然ガスや原油高騰の影響を受け電気代

高騰が家庭を直撃したことなど、エネルギーに対

する価値観にも大きな転換期があったといえよ

う。そのため、再生可能エネルギー設備を景観に

とって悪ととらえる考え方も変化し、いかに再生

可能エネルギー設備と景観を共生させるかを捉え

るように私たちの議論も変化していった。

この背景を踏まえて、「グローカル時代の景観デ

ザイン」の書籍の中において、各都市の再生可能

エネルギーと景観の共生を論じている。また、再

生可能エネルギーをめぐる制度や状況、それをと

りまく社会情勢は日々変化しているため、書籍で

は論じきれなかった事例や続編を本稿では記載し

ている。
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